
「日本海にぎわい・交流海道ネットワーク」は、
その前身「日本海にぎわい・交流海道推進協議会
」として平成7年11月に設立し、それから2年後の
平成9(1997)年12月に創刊号を発行しています。

平成9年といえば、主な出来事としてサッカー日
本代表が初のW杯出場を決めた、いわゆる「ジョ
ホールバルの歓喜」や東京湾アクアライン開通、
消費税率3→5％へ引き上げなどがありました。

当時は現在ほどインターネットも発達しておらず
「にぎわい」と「交流」を目的とした組織が年に
一度の総会でしか交流できないジレンマ解消のた
め先達が知恵を絞り創刊されたこの「にぎわい通
信」が第300号を迎えるまで脈々と継続されてき
たことに敬意を表します。

令和7年度7月号「にぎわい通信」300号を発行しましたので
ご案内いたします。今回は 300号を記念して、これまでの
「にぎわい通信」の歴史を振り返ってみたいと思います。
また、新潟県佐渡市でのにぎわいの様子を紹介します。

会員だより

『にぎわい通信』３００回のあゆみ

↑ 記念すべき「にぎわい」創刊号（H9.12月）
※全文は当HPにてお読みいただけます。

第100号は平成18(2006)年
（流行語:イナバウワー）10月
に北海道開発局、第200号は
平成28(2016)年（流行語:神
ってる）9月に九州地方整備局
がそれぞれ担当されました。

次回のキリ番(400号)は令和
15(2033)年10月号の予定で
す!お楽しみに!!

にぎわい通信200号（九州地整）にぎわい通信100号（北海道局）



６月６日、『ハンセアティック・インスピレーション
（マルタ船籍、総トン数１５，６５１トン、全長１３８．７７ｍ、
全幅２２ｍ、乗客定員２３０名）』が小木港に初寄港しました。

佐渡では、昨年7月に「佐渡島の金山（さどのきんざん）」が
世界文化遺産として登録され、世界的に注目が集まっています。

入港時には、鬼太鼓（おんでこ）や新潟県によるふるまい酒などで乗客を
出迎え、乗客らは金山方面や宿根木、たらい舟体験などを楽しみました。

同日には、北陸地方整備局においてクルーズ船寄港時の二次交通実証事業を
実施しました。

『ハンセアティック・インスピレーション』が
小木港（新潟県佐渡市）に初寄港しました！！

クルーズ船寄港時の二次交通不足の課題は共通認識としてあるものの、寄港地の特性
やクルーズの内容、クルーズ旅客の構成等によってニーズや対応方法が異なることを感じ、
今後検証を重ねた上でさらなるにぎわいにつなげられればと思います。

新潟県
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「鬼太鼓」による出迎え 「おけさ踊り」でお見送り

港におけるモビリティの待機状況
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グリーンスローモビリティの運行


